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住宅において、床面積の確保が優先されると、2階建ての規模では床によって上下の

生活は強力に隔てられてしまう。ここでは立体的な空間のつながりをつくる「自由な

断面」について考えた。敷地は静岡県御殿場市にあり、高さ6.5mの西側隣家の向こう

には大きな富士山を望むことができる。最初にリビングを地上6mに設定し、地面の

ガレージから空へ開くテラスまで、高さ9.5mのボリュームの中に14の床を散りばめ

た。床と平行に開けられた水平な開口部は遠くの富士山や近くの街、空を切り取って

いる。人が食事をしたり寛いだりする場所、物を飾るだけの場所、遠くや近くの景色

など、さまざまな場所が織り重なりひとつの風景をつくりだしている。
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